
11
月
30
日
松
江
市
議
会
定
例
会

が
招
集
さ
れ
、
条
例
、
指
定
管
理

者
の
指
定
、
補
正
予
算
な
ど
１
３

１
議
案
が
提
案
さ
れ
、
市
長
が
提

案
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。
会
期
は

12
月
20
日
ま
で
と
決
定
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
５
日
か
ら
７
日
に

か
け
て
行
わ
れ
、
舟
木
け
ん
じ
、

た
ち
ば
な
ふ
み
両
市
議
は
７
日
に

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

８
日
か
ら
13
日
ま
で
各
常
任
委

員
会
、
16
日
に
は
予
算
委
員
会
が

開
か
れ
、
審
査
の
後
、
20
日
の
最

終
日
に
、
意
見
書
や
陳
情
な
ど
と

共
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。

条
例
案
件
は
、
①
個
人
情
報
保

護
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
、
②
小

泉
八
雲
記
念
館
、
旧
居
の
入
館
料
、

観
覧
料
を
利
用
料
金
制
に
変
え
る

も
の
、
③
保
育
の
短
時
間
認
定
の

時
間
帯
を
、
現
行
午
前
８
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
を
、
午
前
８
時
半

か
ら
午
後
４
時
半
ま
で
と
改
定
し
、

延
長
保
育
料
金
を
設
定
す
る
な
ど

で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
33
億

４
０
５
０
万
円
。
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し

て
生
後
６
か
月
か
ら
４
歳
の
乳
幼

児
対
象
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
体
制
整
備
な
ど
、
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
対
策
と
し
て
、

保
育
園
幼
稚
園
の
給
食
費
補
助
、

公
共
交
通
支
援
な
ど
で
す
。

そ
の
他
、
日
本
脳
炎
や
子
宮
頸

が
ん
予
防
接
種
事
業
、
災
害
復
旧

事
業
な
ど
。
ま
た
新
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
今
年
度
１
億
５
千
８
百
万

円
を
追
加
す
る
と
し
ま
し
た
。
完

成
ま
で
に
５
億
７
５
０
０
万
円
追

加
し
、
総
額
１
５
５
億
７
５
０
０

万
円
と
計
上
し
て
い
ま
す
。
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原発 コロナ第８波の対策
物価高騰 市民の暮らしは
11月定例市議会始まる

今
年
２
０
２
２
年
は
、
１
９

２
２
年
７
月
１
５
日
に
日
本
共

産
党
が
創
立
さ
れ
て
、
１
０
０

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。

私
は
、
２
０
歳
の
時
に
日
本
共

産
党
に
入
党
、
今
年
で
党
に
入
っ

て
４
０
年
に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
１
０
０
年
は
、

ど
ん
な
困
難
の
も
と
で
も
国
民

を
決
し
て
裏
切
ら
ず
、
社
会
進

歩
の
大
義
を
掲
げ
、
不
屈
に
た

た
か
っ
て
き
た
歴
史
で
す
。
立

党
の
精
神
は
「
国
民
の
苦
し
み

を
解
決
す
る
こ
と
」
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
ど
ん
な
攻
撃
に
も

不
屈
の
精
神
で
立
ち
向
か
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

戦
前
の
暗
黒
政
治
の
も
と
、

日
本
共
産
党
は
厳
し
い
迫
害
を

受
け
な
が
ら
も
、
命
が
け
で
侵

略
戦
争
に
反
対
し
、
国
民
主
権

の
旗
を
掲
げ
て
不
屈
に
た
た
か
っ

た
唯
一
の
政
党
で
す
。
こ
の
党

の
歴
史
に
感
動
し
、
入
党
を
決

意
し
ま
し
た
。

く
ら
し
と
命
を
守
る

議
席
と
し
て

４
０
歳
の
時
に
県
議
に
初
当

選
し
、
５
期
２
０
年
、
県
議
と

し
て
働
い
て
き
ま
し
た
。
「
政

治
に
は
人
の
命
が
か
か
っ
て
い

る
」
「
県
民
の
く
ら
し
と
命
を

守
る
護
民
官
と
し
て
力
を
尽
く

す
」
❘
❘
こ
の
こ
と
を
胸
に
刻

ん
で
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

党
の
真
骨
頂
は
、
「
清
潔
、

ス
ジ
を
通
す
、
ブ
レ
な
い
」
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
汚
れ
た
お
金

を
受
け
取
ら
な
い
清
潔
な
党
だ

か
ら
こ
そ
ス
ジ
を
通
し
、
ブ
レ

る
こ
と
な
く
、
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
党
の
一
員
で
あ
る
こ
と

は
誇
り
で
あ
り
、
「
わ
が
党
員

人
生
に
悔
い
な
し
」
で
す
。

原
発
ゼ
ロ
で
こ
そ

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
島
根

11
月
29
日
、
丸
山
達
也
知
事

は
「
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
島
根
を

つ
く
る
」
と
決
意
を
述
べ
、
２

期
目
の
出
馬
を
表
明
し
ま
し
た
。

「
笑
顔
と
幸
せ
」
を
奪
い
去
る

の
が
原
発
事
故
で
す
。
事
故
の

不
安
に
怯
え
な
が
ら
、
島
根
で

生
活
す
る
こ
と
自
体
、
笑
顔
で

暮
ら
す
島
根
と
は
言
え
な
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

県
議
の
使
命
は
、
県
民
の
命

と
安
全
に
責
任
を
持
つ
こ
と
で

す
。
多
く
の
県
民
の
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
、
「
原
発
の
な

い
安
全
・
安
心
の
島
根
」
を
つ

く
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
決

意
で
す
。

来
春
は
県
議
選
で
す
。
オ
ー

ル
与
党
の
県
議
会
の
中
で
、
県

民
の
利
益
を
守
る
立
場
で
ス
ジ

を
通
し
て
頑
張
り
抜
き
ま
す
。

政
治
の
お
お
も
と
は
国
政
で
す
。

財
界
い
い
な
り
で
物
価
高
騰
に

無
為
無
策
、
憲
法
改
悪
を
企
み
、

原
発
推
進
の
自
民
党
政
治
を
転

換
す
る
た
め
に
、
何
と
し
て
も

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
日
本
共
産
党

の
衆
議
院
議
席
を
奪
還
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

島根県商工団体連合会事務局長として
日産生命被害者の会で基調報告

日本共産党
100周年

島
根
県
議
会
議
員

尾

村

利

成

市
議
団
は
7
日
、
以
下
の
項
目

で
質
問
に
立
ち
、
市
の
見
解
を
質

し
ま
し
た
。
山
陰
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ

ン
の
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
録
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご

意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

た
ち
ば
な

ふ
み

議
員

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
を
守

る
施
策
に
つ
い
て

①
第
８
波
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

同
時
流
行
の
対
策
に
つ
い
て

②
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

支
援
に
つ
い
て

２
。
女
性
へ
の
暴
力
撤
廃
へ

市
の
相
談
体
制
拡
充
を

３
．
鳥
獣
被
害

農
家
へ
支
援
を

４
．
島
根
原
発
に
つ
い
て

①
運
転
期
間
の
延
長
問
題

②
避
難
計
画
・
住
民
参
加
の

訓
練
の
教
訓

③
事
前
了
解
は
撤
回
を

舟
木

け
ん
じ

議
員

１
．
介
護
保
険
制
度
～
滞
納
処
分
、

介
護
保
険
の
利
用
料
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
問
題
、
介

護
現
場
の
人
材
不
足
問
題
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

２
．
生
活
保
護
の
扶
養
照
会

３
．
原
子
力
防
災
訓
練
～
避
難
行

動
要
支
援
者
の
避
難

舟木けんじ
市議会議員

たちばなふみ
市議会議員

共
産
党
市
議
団
の
一
般
質
問

入
党
し
て
４
０
年

党
員
人
生
に
悔
い
な
し

コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
命
と
暮
ら
し
ま
も
る

ど
ん
な
攻
撃
に
も

立
ち
向
か
う
党
に
共
鳴


